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伊
丹
広
報
３
面

０
６
０
１
０
３

木
❶
木
❷
木
❸
木
❹
木
❺
藤
❻
木
❼
井
❽
井
❾
木
10
井
11
井

介
護
保
険
料
を
見
直
し
ま
す

介
護
保
険
は
、
３
年
ご
と
に
保
険

料
を
見
直
し
ま
す
。
今
年
度
は
見
直

し
の
年
で
す
。
６５
歳
以
上
の
人
全
員

に
介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
を
、
６

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

問
市
介
護
保
険
課
℡
７８４
・
８
０
３

７
。

◆
令
和
６
年
度
所
得
が
限
度
額
内
に

な
っ
た
人
の
児
童
手
当
の
申
請

児

童
手
当
な
ど
は
、
毎
年
６
月
分
か
ら

前
年
所
得
で
判
定
し
て
い
ま
す
。
同

手
当
が
却
下
か
支
給
さ
れ
な
く
な
っ

た
後
、
令
和
６
年
度
の
所
得
が
所
得

上
限
限
度
額
を
下
回
っ
た
場
合
は
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

市
民
税
課
税
通
知
書
を
受
け
取
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
１５
日
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
要
件
を
満
た

し
た
月
分
の
同
手
当
を
支
給
し
ま

す
。申

請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分

の
同
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

公
務
員
は
勤
務
先
へ
確
認
を
。

問
市
こ
ど
も
福
祉
課
℡
７８４
・
８
０

３
０
。

◆
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補

足
給
付
金
を
支
給

市
は
、
低
所
得

者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足
給
付
金

の
対
象
者
へ
、
順
次
、
書
類
な
ど
を

郵
送
し
ま
す
。

対
象
者
・
支
給
額
は
▽
令
和
６
年

度
か
ら
新
た
に
住
民
税
非
課
税
ま
た

は
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
と
な
る

世
帯
（
５
年
度
の
給
付
対
象
と
な
っ

た
世
帯
除
く
）
�
１
世
帯
当
た
り
１０

万
円
と
、
こ
ど
も
加
算
（
対
象
児
童

１
人
に
つ
き
５
万
円
）
の
支
給
▽
定

額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る

所
得
水
準
の
人
�
①
と
②
の
合
算
額

（
端
数
は
万
円
単
位
に
切
り
上

げ
）。
①
所
得
税
分
定
額
減
税
可
能

額
か
ら
６
年
分
推
計
所
得
税
額
（
５

年
分
所
得
税
額
）
を
引
い
た
額
。
②

個
人
住
民
税
所
得
割
分
減
税
可
能
額

か
ら
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割

額
を
引
い
た
額
。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
℡
７６４
・
５
５
３
７
（
６
月
１０

日
か
ら
開
設
し
ま
す
）。

リ
ユ
ー
ス
で

捨
て
ず
に
「
活
か
す
」

今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
で

す
。
人
間
の
活
動
に
伴
う
温
室
効
果

ガ
ス
の
増
加
に
よ
り
、「
沸
騰
化
」と

も
い
わ
れ
る
地
球
の
温
暖
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。

今
日
か
ら
始
ま
る
６
月
は
環
境
月

間
で
す
。
地
球
の
温
暖
化
に
歯
止
め

を
か
け
、
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
に

思
い
を
致
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
、
自
由
貿
易
体

制
の
下
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
を
世
界

中
か
ら
輸
入
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
契
機
と
し
て
、
国
際
物
流
が

混
乱
し
、
価
格
高
騰
な
ど
大
き
な
問

題
が
生
じ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
米
中
対
立
に
よ
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
見
直
し
の
動
き

な
ど
も
あ
り
、
世
界
の
政
治
経
済
の

不
確
実
性
が
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
球
環
境
問
題
に
対
処
し
世
界
情

勢
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

必
要
不
可
欠
な
物
資
な
ど
の
供
給
安

定
化
と
並
ん
で
、
自
国
で
得
ら
れ
な

い
資
源
は
繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

欧
米
諸
国
で
は
、
法
制
化
を
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

資
源
を
無
駄
な
く
使
い
回
し
て
価

値
を
最
も
高
め
る
よ
う
な
経
済
の
仕

組
み
、「
循
環
型
経
済
（
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
へ
の
移
行
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
必

要
と
な
る
技
術
開
発
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
た
め
の
諸
施
策
が
推
進

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
や
企
業
だ
け
の
努

力
で
循
環
型
社
会
が
実
現
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
者
で
あ

る
皆
さ
ん
の
参
画
が
不
可
欠
で
す
。

我
が
国
の
消
費
者
行
動
は
、物
価
高

騰
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
意
識
の
高
ま
り
な
ど

を
背
景
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
が
身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
で

き
る
こ
と
が
、た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

本
紙
１
面
で
は
、「
リ
ユ
ー
ス
」を

テ
ー
マ
に
し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
リ
ユ
ー
ス
と
は
、
そ
の
ま
ま

捨
て
て
し
ま
え
ば
ご
み
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
も
の
を
捨
て
ず
に
、
必
要
と

す
る
人
に
譲
る
、
新
た
な
価
値
を
見

出
す
人
に
販
売
す
る
な
ど
し
て
何

度
も
繰
り
返
し
使
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
「
ご
み
に
な
る
も
の
を
選
ば
な

い
・
ご
み
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工

夫
す
る
」、「
使
用
済
み
の
物
で
も

す
ぐ
に
ご
み
と
し
て
廃
棄
せ
ず
再

利
用
す
る
（
誰
か
に
再
利
用
し
て

も
ら
う
）」、「
資
源
が
有
効
活
用

さ
れ
る
よ
う
、
ご
み
を
正
し
く
分

別
す
る
」
な
ど
を
意
識
す
る
こ
と

で
本
市
が
目
指
す
「
資
源
が
循
環

す
る
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
」
の

実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
取
り
組
め
る
、
環
境
負
荷
軽
減

や
循
環
型
社
会
の
実
現
に
資
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
市
長

藤
原

保
幸
）

住宅用火災警報器

１０年目安に交換を

市
は
、
平
成
２３
年
６
月
か
ら
、
全

て
の
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。

同
警
報
器
の
多
く
は
電
池
式
で
、

電
池
の
寿
命
は
約
１０
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
作
動
点
検
や
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右

下
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
市
消
防
局
予

防
課
℡
７８３
・
０
７

９
９
。

◆
危
険
物
安
全
週
間
を
実
施

６
月

２
〜
８
日
は
危
険
物
安
全
週
間
で

す
。
今
年
の
推
進
標
語
は
「
次
世
代

へ

つ
な
ご
う
無
事
故
と

青
い
地

球
（
ほ
し
）」
で
す
。

市
消
防
局
は
、
危
険
物
施
設
の
査

察
や
危
険
物
取
扱
者
へ
の
指
導
、
事

業
所
な
ど
へ
の
消
防
訓
練
指
導
な
ど

災
害
防
止
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
濃
度
が
６０
�
以
上
の
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
は
家
庭
に
も
あ
る
身

近
な
危
険
物
で
す
。
火
気
に
近
づ
け

る
と
引
火
す
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
消
防
局
予
防
課
℡
７８３
・
０
７

６
６
。

◆
普
通
救
命
講
習
を
開
催

６
月
２８

日
㈮
午
前
９
時
半
、
市
消
防
局
で
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
３０
人
。
無
料
。
受
講
後
修

了
証
を
交
付
。

�
電
話
で
市
消
防
局
救
急
課
℡
７８３

・
０
３
２
２
へ
。
先
着
順
。

◆
安
全
・
安
心
見
守
り
カ
メ
ラ
運
用

状
況

安
全
・
安
心
見
守
り
カ
メ
ラ

の
令
和
５
年
度
画
像
デ
ー
タ
提
供
件

数
は
８３９
件（
６
千
６３８
台
分
）で
し
た
。

警
察
な
ど
か
ら
の
法
令
に
基
づ
く

照
会
に
対
し
て
の
み
提
供
し
、
犯
罪

の
抑
止
や
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
市
都
市
安
全
企
画
課
℡
７８４
・
８

０
５
５
。

６
月
３
〜
１４
日
受
け
付
け

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

市
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
戸
数
】
２０
戸
。

【
間
取
り
】
２
Ｋ
〜
４
Ｄ
Ｋ
。

【
家
賃
】
住
戸
や
収
入
状
況
に
よ

る
。【

敷
金
】
家
賃
３
カ
月
分
。

【
応
募
要
件
】
▽
申
込
者
本
人
が

市
内
在
住
か
在
勤
者
▽
現
在
、
住
宅

に
困
っ
て
い
る
人
▽
家
族
構
成
が
夫

婦
（
内
縁
関
係
・
婚
約
者
含
む
）
か

親
子
を
主
体
と
す
る
も
の
。
一
部
住

宅
で
は
単
身
世
帯
可
（
満
６０
歳
以
上

や
障
が
い
者
な
ど
要
件
あ
り
）
▽
※

政
令
月
収
額
が
１５
万
８
千
円
以
下

（
一
部
住
宅
は
１１
万
４
千
円
以

下
）、
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
は
２１

万
４
千
円
以
下
（
一
部
住
宅
は
１３
万

９
千
円
以
下
）
な
ど
。

申
し
込
み
は
１
世
帯
１
戸
。
市
営

住
宅
や
市
内
の
県
営
住
宅
（
借
り
上

げ
を
除
く
）
入
居
者
、
持
ち
家
が
あ

る
場
合
は
申
し
込
み
不
可
。

�
６
月
１
日
か
ら
市
上
下
水
道
局

３
階
の
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
や

市
役
所
４
階
の
住
宅
政
策
課
、
各
支

所
・
分
室
、
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ
、「
ふ

ら
っ
と
」
人
権
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
６
月

３
〜
１４
日
に
直
接
か
郵
送
（
消
印
有

効
）
で
〒
６６４
・
０
８
８
１
昆
陽
１
―

１
―
２
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◎
特
定
市
営
住
宅
、
公
社
住
宅
の
入

居
者
を
募
集

市
は
、
築
４９
〜
５２
年

の
中
堅
所
得
者
向
け
住
宅
の
入
居
者

を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
募

集
戸
数
は
い
ず
れ
も
数
戸
。

【
①
市
営
北
池
尻
団
地
（
池
尻

６
）】
▽
階
数
�
１
〜
５
階
▽
家
賃

�
月
額
４
万
１
千
円
▽
応
募
要
件
�

※
政
令
月
収
額
が
１０
万
４
千
円
以
上

―
―
な
ど
。

【
②
市
営
鴻
池
住
宅
Ａ
１
・
Ａ
２

棟
（
鴻
池
１
）】
▽
階
数
�
２
〜
５

階
▽
家
賃
�
月
額
３
万
５
千
３００
円
〜

３
万
６
千
１００
円
▽
応
募
要
件
�
※
政

令
月
収
額
が
１０
万
４
千
円
以
上
―
―

な
ど
。

【
③
公
社
鴻
池
団
地
Ａ
３
・
Ａ
４

棟
（
同
）】
▽
階
数
�
２
、
４
、
５

階
▽
家
賃
�
４
万
１
千
４００
円
▽
応
募

要
件
�
月
収
が
家
賃
の
４
倍
以
上
、

市
が
定
め
る
条
件
を
満
た
す
連
帯
保

証
人
が
い
る
―
―
な
ど
。

＊

＊

共
益
費
別
、
敷
金
は
家
賃
３
カ
月

分
、
間
取
り
は
３
Ｄ
Ｋ
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
し
。

�
①
②
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
℡
７８４
・
８
０
６
１
）
③
市
住
宅
政

策
課
（
℡
７８４
・
８
０
６
９
）
へ
。
先

着
順
。

※
政
令
月
収
額
と
は
、
入
居
し
よ

う
と
し
て
い
る
家
族
全
員
の
所
得
か

ら
扶
養
控
除
額
な
ど
を
差
し
引
い
た

後
の
額
を
１２
で
割
っ
た
額
。

◆
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
助
成

市
は
、
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
に
手
す
り
や

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
た
め
の
工
事

費
用
の
一
部
を
次
の
通
り
助
成
し
ま

す
。▽

対
象
�
市
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
▽
対
象
住
宅
�
１
棟
に

つ
き
２１
戸
以
上
の
既
存
の
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
（
平
成
５
年
１０
月
１
日
以
降

に
建
築
さ
れ
た
５１
戸
以
上
の
も
の
、

１４
年
１０
月
１
日
以
降
に
建
築
さ
れ
た

も
の
、
過
去
に
同
事
業
の
助
成
を
受

け
た
も
の
除
く
）
▽
対
象
事
業
�
共

用
部
分
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

（
工
事
費
７
万
５
千
円
以
上
）
▽
助

成
要
件
�
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
整
備
基
準
に
適
合
す
る
工
事
で
あ

る
こ
と
▽
助
成
額
�
工
事
費
に
応

じ
、
１
棟
当
た
り
４
〜
３０
万
円
。

�
市
役
所
４
階
の
住
宅
政
策
課
に

あ
る
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
１１

月
２９
日
ま
で
に
直
接
、
市
住
宅
政
策

課
（
℡
７８４
・
８
０
６
９
）
へ
。
予
算

額
に
達
し
次
第
、
終
了
。

防災講座～新・トイレ編

助かるために、助けるために

能登半島地震での避難生活の困りごとの１
つが「トイレ」でした。命を守るためにでき
る日ごろの備え、被災時の対策を段ボールト
イレの作成などを通じて学びます。
【日時】７月２７日㈯午前１０時

ぐら

【会場】図書館「ことば蔵」
【定員】３０人。一時保育あり（１歳～就学前
６人。１人３００円。要予約）
【参加料】無料
�電話で市危機管理室℡７８４-８１６６へ。先

着順。


